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Ⅰ	 論文題目	
	 	 	 中国人学習者の日本語文における漢字単語の処理 
	 	 	 ―文の制約性と中日 2 言語間の形態・音韻類似性を操作した実験的検討― 
 
Ⅱ	 論文構成（目次） 
  第 1 章 問題と目的 
    第 1 節	 はじめに 
      1. 中国人学習者における漢字研究 
	 	 	  2．心内辞書と単語認知 
	 	 	  3．L2 学習者における心内辞書モデル 
	 	 	  4．本研究における説明論理 
    第 2 節	 先行研究の概観 
	 	 	  1. 単独呈示事態における単語の処理過程 
	 	 	  2．文脈を伴う事態における単語の処理 
    第 3 節	 問題の所在と本研究の課題設定 
 
  第 2 章 実験的検討 
    第 1 節	 読み上げ課題による実験的検討 
	 	 	 	 	 	  ―ターゲット単語が文中にある場合―（実験 1）	 	  
      1. 高制約文を用いた検討（実験 1a） 
	 	 	  2. 低制約文を用いた検討（実験 1b） 
      3．実験 1 のまとめ 
    第 2 節	 読み上げ課題による実験的検討 
	 	 	 	 	 	  ―ターゲット単語が文末にある場合―（実験 2）	 	  
      1. 高制約文を用いた検討（実験 2a） 
	 	 	  2. 低制約文を用いた検討（実験 2b） 
      3．実験 2 のまとめ 
    第 3 節	 語彙判断課題による実験的検討（実験 3） 
      1. 高制約文を用いた検討（実験 3a） 
	 	 	  2. 低制約文を用いた検討（実験 3b） 
      3．実験 3 のまとめ 
    第 4 節	 口頭翻訳課題による実験的検討（実験 4） 
      1. 高制約文を用いた検討（実験 4a） 
	 	 	  2. 低制約文を用いた検討（実験 4b） 
      3．実験 4 のまとめ 
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  第 3 章 総合考察及びまとめ 
    第 1 節	 総合考察 
    第 2 節	 本研究の意義 
    第 3 節	 日本語教育への示唆 
    第 4 節	 今後の課題 
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Ⅲ	 論文要旨	
	
第 1 章 問題と目的 
 
























以下の 3 点にまとめられる。 
	 （1）印欧語族の言語において，同根語効果がみられる（e.g., de Groot & Keijzer, 





効果を示す場合がある（e.g., 蔡他, 2011；長野・松見, 2013）。翻訳課題では，形態
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かった（e.g., Schwartz & Kroll, 2006；van Hell, 2005）。文脈が表音文字である単語
の処理に影響を与えることが明らかとなった。 
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究が進んでいない。本研究では，留学中の上級の中国人学習者を対象とし，累積型の
移動窓法を採用して，日本語文における漢字単語の処理を明らかにすることを目的と








   
第 2 章 実験的検討 
   
第 1 節 読み上げ課題による実験的検討 

















3．実験 1 のまとめ 
	 実験 1a と 1b の結果から，（a）高制約文条件における漢字単語の処理は，低制約文
条件及び単独呈示事態における漢字単語の処理とは異なること，（b）低制約文条件に
おける漢字単語の処理は，単独呈示事態の漢字単語の処理と同様の傾向を示すこと，
の 2 点が明らかとなった。 
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第 2 節 読み上げ課題による実験的検討 
    ―ターゲット単語が文末にある場合―（実験 2） 
1．高制約文を用いた検討（実験 2a） 



























第 3 節 語彙判断課題による実験的検討（実験 3） 
1．高制約文を用いた検討（実験 3a） 

















3．実験 3 のまとめ 








第 4 節 口頭翻訳課題による実験的検討（実験 4） 
1．高制約文を用いた検討（実験 4a） 
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日本語の音韻表象の活性化と同時に中国語の音韻表象が活性化し，音韻情報を活用す
ることにより，形態類似性が低い単語の意味理解が促されることが窺える。 











第 3 章 総合考察及びまとめ 
 
第 1 節 総合考察 
	 研究課題 1 に対する答えを述べる。日本語文における日本語漢字単語の処理は，文
脈によって影響を受けるが，文脈の豊富さにより処理が異なることが明らかとなった。
具体的には，以下の 3 点にまとめられる。 
	 （1）日本語漢字単語が文中にある場合と文末にある場合を比較した結果，文脈の
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